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北九州市 子ども・子育て支援に関する市民アンケート 

【小学生用】 
 

 

平成３０年１１月 北九州市子ども家庭局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆調査票のご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れて、１２月２０日（木）
までにご投函くださいますようお願いいたします。 

 

☆このアンケートは、住民基本台帳の中から、平成30年4月1日現在で、6歳から11歳の

お子さんを無作為に3,000人抽出し、その保護者の皆さまにご協力をお願いするもので

す。 

  

☆ご回答いただいた内容は、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用されたりするこ

とは一切ございません。次期計画の検討にのみ利用させていただきます。 

次期計画が策定されましたら、市民の皆さまにも分かりやすい形で公表いたします。 
 
 

本調査に関することや、ご不明な点についてのお問合せは、下記までお願いいたします。 

 

 

 

 
 

※参考：「元気発進！子どもプラン（第２次計画）」のホームページはこちらから 

    http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/11500078.html 

〈お問い合わせ先〉 

 北九州市子ども家庭局総務企画課 （北九州市小倉北区城内１－１） 

 電話：０９３－５８２－２２８０ ＦＡＸ：０９３－５８２－００７０ 

QR 

ｺｰﾄﾞ 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 

北九州市では、「子どもの成長」と「子育て」を地域社会で支え合う“まちづくり”を

基本理念とした「元気発進！子どもプラン（第２次計画：2015年度～2019 年度）」を

策定し、本市の子どもの育成や子育て支援に関するさまざまな取り組みを進めています。 

このたび、現在の計画終了後の次の 5 年間（2020 年度～2024 年度）に向けた次期

計画を策定するにあたっての参考とするために、大規模なアンケート調査を実施すること

となりました。 

このアンケートは、子育て家庭の現状やニーズを把握するとともに、皆さまからの率直

なご意見をお聞かせいただき、本市の今後の子育て環境の充実に反映させていくためのと

ても大切な調査となります。 

質問項目が多く、お手数をおかけしますが、本市の子育て支援をより良いものにしてい

くため、是非ご協力いただきますようお願いいたします。 

 



 

 

いただいたご意見は、市の子育て支援施策に生かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票にご記入いただき、ご提出いただいたご意見は、子ども・子育て会議などを経て、

次期の子育て支援施策に係る計画に生かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い  
１  アンケートには、あて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。  

２  設問によってご回答いただく方が限られていたり、お選びいただく数が異

なったりしますので、ことわり書きに従ってください。また、「その他」

をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご記

入ください。  

３  調査票のご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れ

て、平成３０年１２月２０日（木）までにご投函ください。  

 

ご協力をよろしくお願いいたします。 

幼稚園・保育所等の質の

向上や多様なニーズへの

対応など 

放課後児童クラブや 

青少年の健全育成など 

教育・保育の量の 

見込みと確保の方策 

など 

特別な支援が必要な 

子どもや家庭への支援 

など 

子ども・子育て支援事業計画 

次世代育成行動計画 

安心して生み育てる

ことができる環境づ

くりや子育ての悩み

や不安への対応など 

次世代育成行動計画次世代育成行動計画



　１．父 ３．祖父 ５．その他（　　　　　　　）

　１．門司区 　２．小倉北区 　３．小倉南区

　４．若松区 　５．八幡東区    ６．八幡西区

　７．戸畑区 　

宛名のお子さんの生年月と学年をご記入ください。

平成 □□月生まれ □ 年生

　第1子（　　）歳 　第2子（　　）歳 　第3子（　　）歳

　第4子（　　）歳 　第5子（　　）歳 　第6子（　　）歳

　１．父母同居 　３．母同居(ひとり親家庭)

　４．祖父同居 　５．祖母同居 　６．祖父近居

　７．祖母近居 　８．その他（　　　　　 　　　　）

□□人

宛名のお子さんのお住まいの区として、あてはまる番号１つに○をつけてください。

問３

問４

同居家族全員

　２．父同居(ひとり親家庭)

問５ 宛名のお子さんと同居または近居（概ね30分以内程度(＊)に行き来できる範囲）している方とし
て、あてはまる番号すべてに○をつけてください。続柄は宛名のお子さんからみた関係です。
また、同居している家族全員（保護者と宛名のお子さんを含む）の人数をご記入ください。

＊徒歩か車かなどの交通手段を問いません。

＜北九州市＞　子ども・子育て支援に関する市民アンケート　（小学生用）

宛名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。人数をご記入ください。
また、すべてのお子さん（宛名のお子さんを含む）について、平成３０年４月１日現在の年齢を
ご記入ください。お子さんが７人以上いらっしゃる場合は欄外にお書きください。

１．宛名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします。

　　このアンケートにご記入いただく方についておうかがいします。

宛名のお子さんからみた、あなたの続柄について、あてはまる番号１つに○をつけてください。

□□人

２．母

問２

問１

４．祖母

□□年
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　１．父母ともに　　２．主に父親　　３．主に母親　　４．主に祖父母　　５．その他

※ 家事…炊事、洗濯、掃除など 育児…子どもの勉強や遊びの相手など

　父　 →

　母　 →

平日、宛名のお子さんの父母がそれぞれ家事・育児をしている時間は、１日あたりどのくらいで
すか。□内に、具体的な数字をご記入ください。（数字は一枠に一字）

宛名のお子さんの子育てを家庭内で主にしている方として、あてはまる番号１つに○をつけてく
ださい。続柄は宛名のお子さんから見た関係です。

育児　□□　時間　□□　分

育児　□□　時間　□□　分

家事　□□　時間　□□　分

　【１．祖父　　２．祖母　　３．おじ　　４．おば ５．その他（ ）】

父母以外の家族の方が家事・育児をしている場合は、次の１から５の中から、あてはまる番号１
つに○をつけて、時間をご記入ください（複数ある場合には、それぞれ分けてご記入ください。
数字は一枠に一字）。続柄は宛名のお子さんからみた関係です。

家事　□□　時間　□□　分

家事　□□　時間　□□　分

問６

問７

育児　□□　時間　□□　分

　【１．祖父　　２．祖母　　３．おじ　　４．おば ５．その他（ ）】

育児　□□　時間　□□　分家事　□□　時間　□□　分

問７-1
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起床時刻 □□ 時 分頃

※学校がない日

起床時刻 □□ 時 分頃

就寝時刻 □□ 時 分頃

※翌日に学校がない日

就寝時刻 □□ 時 分頃

平均睡眠時間　　□□　　時間くらい

　１．ほぼ毎日 　２．週に５，６日

　３．週に３，４日 　４．週に１，２日

　５．ほとんどしない 　６．わからない

　１．毎日会話した 　２．ときどき会話した

　３．ほとんど会話はなかった 　４．まったく会話はなかった

　１．よく聞けている 　２．だいたい聞けている

　３．あまり聞けていない 　４．聞けていない

　５．わからない

□□

宛名のお子さんは、先週、どの程度ご家族の方と会話をしましたか。あてはまる番号１つに○を
つけてください。

あなたは、お子さんの話をよく聞けていると思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ
さい。

□□

問９ 宛名のお子さんは、週にどのくらい歯磨きをしていますか。あてはまる番号１つに〇をつけてく
ださい。

宛名のお子さんの先週1週間の、平均的な起床時刻、就寝時刻、睡眠時間について、□内に具体的
な数字をご記入ください。時間は、（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えくださ
い。（数字は一枠に一字）

□□

問10

問８

２．宛名のお子さんの生活状況についておうかがいします。

□□

問11
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　１．全くない 　２．１時間未満

　３．１時間以上３時間未満 　４．３時間以上５時間未満

　５．５時間以上 　６．わからない

　１．よくある 　２．たまにある

　３．ほとんどない 　４．まったくない

　５．わからない

　２．学校の登下校中の路上

　３．一人でコンビニなどお店に行った時

　４．子ども会の行事など地域活動の最中

　５．野球やサッカーなどスポーツ活動の最中

　６．キャンプや野外活動などの自然体験活動中

　７．ボランティアなどの社会体験活動中

　８．その他（ ）

　１．よくある ３．ほとんどない

　４．まったくない

　３．野球やサッカー、テニス等のスポーツ活動　 　４．キャンプや野外活動などの自然体験

　５．ボランティアなどの社会体験活動　 　６．その他（　　　　　　　　　　　）

　１．家の近くや公園などで、遊んでいる時

問13で、「１．よくある」または「２．たまにある」に○をつけた方におうかがいします。声か
けなどがあるのはどのような時ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

５．わからない

問14で、「１．よくある」または「２．たまにある」に○をつけた方におうかがいします。宛名
のお子さんが、異年齢のこどもたちと一緒に活動しているのはどのような時ですか。あてはまる
番号すべてに○をつけてください。

問13 宛名のお子さんと近隣の大人との間に、日頃から声かけなどのコミュニケーションはあります
か。あてはまる番号１つに○をつけてください。

２．たまにある

　１．家の近所などで、日常的に遊んでいるとき 　２．子ども会をはじめとした地域活動

宛名のお子さんは、異年齢（他の学年）の子どもたちと日常一緒に活動（遊びやキャンプ、ス
ポーツなど）をすることがありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

問14-1

問12 宛名のお子さんが、１日に、テレビやインターネット上の動画サイト等を見る時間は合計でどの
程度ですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

問13-1

問14
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　１．入っている

　２．入っていたが途中で退会した

　３．入ったことがない

　１．キャンプやスポーツ等いろいろな体験ができた

　２．友だちが増えた

　３．体が丈夫になった（健康になった）

　４．積極的な性格になった

　５．勉強にプラスになった

　６．親同士のコミュニケーションが深まった

　７．その他（ ）

　１．地域に子ども会がなかった

　２．子どもが入りたがらなかった（やめたがった）

　３．子ども会活動のための時間がなかった（学習塾やその他の活動のため）

　４．子ども会に入っても、子どものためになることがなかった

　５．子ども会に入っている友だちが少なかった（いなかった）

　６．子ども会の役員になるなど、親の負担が大きかった

　７．子ども会の費用が高かった

　８．子ども会の存在を知らなかった

　９．その他（ ）

宛名のお子さんは、子ども会に入っていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

問15で、「2」または「3」に○をつけた方におうかがいします。なぜ、宛名のお子さんは子ども
会に入らなかった（退会させた）のですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

問15-2

問15で、「１．入っている」に○をつけた方におうかがいします。子ども会に入ってよかったこ
とは何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

問15

問15-1

問15-2へ
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【放課後（平日）】

 3．祖父母等親族の家

 10．クラブ活動や地域活動（子ども会など）

【土曜日】

 ３．祖父母等親族の家

 9．クラブ活動や地域活動（子ども会など）

　16．その他（  ）

14．公園など屋外
（友だち等と遊んでいる）

 7．体育館・プールなど

　14．公園など屋外
（友だち等と遊んでいる）

 5．放課後児童クラブ

 9．ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝやﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ等の店舗
 (友だち等と雑談・勉強している）

10．学習塾や習い事等

 2．自宅（家族と過ごしている）

 13．ゲームセンターなどの遊戯施設

宛名のお子さんは、放課後（平日）および休日に、どこで過ごすことが多いですか。あてはまる
番号すべてに○をつけてください。

1．自宅（ひとりで過ごしている）

 １．自宅（ひとりで過ごしている）

問16

 12．児童館・市民ｾﾝﾀｰ・図書館など
13．ほっと子育てふれあいセンターなど
        の預かりサービス

 ５．放課後児童クラブ

 4．友だちの家

 4．友だちの家

 6．学校

11．学習塾や習い事等

16．その他（  ）

 2．自宅（家族と過ごしている）

15．わからない

 6．体育館・プールなど

 15．わからない

 8．ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝやﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ等の店舗
 (友だち等と雑談・勉強している）

12．ほっと子育てふれあいセンターなど
        の預かりサービス

 11．児童館・市民ｾﾝﾀｰ・図書館など

 8．商業施設などの無料で利用できる場所
  (友だち等と雑談・勉強している）

 7．商業施設などの無料で利用できる場所
  (友だち等と雑談・勉強している）
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【日曜日・祝日】

 3．祖父母等親族の家

 8．クラブ活動や地域活動（子ども会など）

【長期休暇中（夏休み・冬休みなど）】

 3．祖父母等親族の家

 9．クラブ活動や地域活動（子ども会など）

11．児童館・市民ｾﾝﾀｰ・図書館など

　）

 16．わからない15．ボランティア活動

1．自宅（ひとりで過ごしている）

 5．放課後児童クラブ

1．自宅（ひとりで過ごしている）

 ６．体育館・プールなど

 2．自宅（家族と過ごしている）

13．公園など屋外
（友だち等と遊んでいる）

 ４．友だちの家

 4．友だちの家

 5．体育館・プールなど

 10．児童館・市民ｾﾝﾀｰ・図書館など

 14．わからない

15．その他（  ）

 8．ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝやﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ等の店舗
 (友だち等と雑談・勉強している）

 12．ゲームセンターなどの遊戯施設

 12．ほっと子育てふれあいセンターなど
の預かりサービス

 7．ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝやﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ等の店舗
 (友だち等と雑談・勉強している）

 9．学習塾や習い事等

11．ほっと子育てふれあいセンターなど
の預かりサービス

 10．学習塾や習い事等

 6．商業施設などの無料で利用できる場所
  (友だち等と雑談・勉強している）

 7．商業施設などの無料で利用できる場所
  (友だち等と雑談・勉強している）

 ２．自宅（家族と過ごしている）

13．ゲームセンターなどの遊戯施設
 14．公園など屋外

（友だち等と遊んでいる）

17．その他（
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　１．利用している

　２．利用していない

　週　□　日くらい

問17-1

問17

３．放課後児童クラブの利用についておうかがいします。

※放課後児童クラブ
地域によって学童保育などと呼ばれており、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。
本市では、低学年や留守家庭に限らず、希望するお子さんが利用できるようになっています。なお、事業の
利用にあたっては、一定の利用料がかかります。

　５．子育てをしている保護者が、就学中である（大学等）

問17-3へ

問17で、「１．利用している」に○をつけた方におうかがいします。宛名のお子さんについて、
放課後児童クラブの利用日数はどれくらいですか。□内に、具体的な数字をご記入ください。ま
た、利用していらっしゃる理由について、あてはまる番号１つに○をつけてください。

　１．子育てをしている保護者が、就労している

　４．子育てをしている保護者に、病気や障害がある

　７．本人（宛名のお子さん）を安全な場所で遊ばせたいため

宛名のお子さんは、現在、放課後児童クラブを利用していますか。あてはまる番号に○をつけて
ください。

　２．子育てをしている保護者が、就労予定／求職中である

　８．その他（ ）

　３．子育てをしている保護者が、家族・親族などを介護している

　６．１～５の事情はないが、本人（宛名のお子さん）が希望しているため
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満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

1．就労していない（保護者が昼間家庭にいる）

 2．祖父母等が面倒をみている

 3．放課後児童クラブが遠いため

 4．放課後児童クラブの開所時間が短い

 5．利用料がかかる

 6．子どもは放課後の習い事をしている

 7．放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だ

 8．夏休みなど長期休暇中だけの利用ができない

 9．他の施設に預けている

 10．子どもが希望しない

 11．放課後児童クラブを知らなかった

問17-2

問17で、「２．利用していない」に○をつけた方におうかがいします。利用していない理由につ
いて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　保護者の要望・意見への対応

問17-3

項 目

　開所日、開所時間

問17で、「１．利用している」に○をつけた方におうかがいします。現在通っている放課後児童
クラブに対して、どのように感じていますか。それぞれの項目について、１～４の中からあては
まる番号１つに○をつけてください。

　施設（建物の広さ・備品など）

　指導員の子どもへの接し方

　保護者への情報伝達

　指導内容

　環境・立地など（学校からの距離など）

　安全対策

　病気やケガの時の対応

 12．その他（ ）

　衛生対策

　指導員等の配置状況（人員体制）
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　１．平日

ア．利用したい（利用している）

下校時から

イ．利用希望はない

　２．土曜日

ア．利用したい（利用している）

□□時 □□分から

イ．利用希望はない

　３．日曜日・祝日

ア．利用したい

□□時 □□分　から □□時□□分  まで

イ．利用希望はない

　４．長期休暇中（夏休み・冬休みなど）

ア．利用したい（利用している）

□□時 □□分　から □□時□□分  まで

イ．利用希望はない

問17で「１．利用している」または、問17-3で「４．放課後児童クラブの開所時間が短い」に○
をつけた方におうかがいします。宛名のお子さんについて、放課後児童クラブの利用希望を教え
てください。下の１～４のそれぞれについて、あてはまるもの（ア、イいずれか）１つに○をつ
けてください。また、アに○をつけた場合は、利用の希望時間について、□内に具体的な数字を
ご記入ください。時間は(例)１８時のように２４時間制でご記入ください(数字は一枠に一字)。
＊事業の利用には、一定の利用料がかかります。

□□時　□□分まで

問17-4

□□時　□□分まで
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　１．平日

ア．利用したい

下校時から

イ．利用希望はない

　２．土曜日

ア．利用したい

□□時 □□分　から □□時□□分  まで

イ．利用希望はない

　３．日曜日・祝日

ア．利用したい

□□時 □□分　から □□時□□分  まで

イ．利用希望はない

　４．長期休暇中（夏休み・冬休みなど）

ア．利用したい

□□時 □□分　から □□時□□分  まで

イ．利用希望はない

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります。

問18 宛名のお子さんが、低学年（１～３年生）の方におうかがいします。高学年（４～６年生）に
なったときの放課後児童クラブの利用希望を教えてください。下の１～４のそれぞれについて、
あてはまるもの（ア、イいずれか）１つに○をつけてください。また、アに○をつけた場合は、
利用の希望時間について、□内に具体的な数字をご記入ください。時間は（例）１８時のように
２４時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字）。

□□時　□□分まで
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　１．あった ２．なかった

ア. 父親が（仕事を）休んだ 日

イ. 母親が（仕事を）休んだ 日

ウ. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 日

エ. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 日

オ. 病児保育施設を利用した 日

カ. ベビーシッターを利用した 日

キ. ほっと子育てふれあいセンターを利用した 日

ク. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 日

ケ. その他（ ） 日

　１．できれば病児保育施設を利用したい

　２．利用したいとは思わない

□□

１年あたり □□日

４．病児保育についておうかがいします。

問19

問19-1 問19で「１．あった」に○をつけた方におうかがいします。宛名のお子さんが病気やけがで学校
等を休んだ際、この１年間に行った対処方法は何ですか。あてはまる記号（ア～ケ）すべてに○
をつけ、○をつけたものについては、その日数も□内に数字でご記入ください
（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字）

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校等を休んだことはありますか。あてはまる番
号に○をつけてください。

問19-1で、「ア.」「イ.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。その際、「できれば
病児保育施設を利用したい」と思いましたか。あてはまる番号に○をつけ、｢1.｣に○をした場合
は、利用したかった日数を□内にご記入ください。（数字は一枠に一字）。
なお、病児保育施設の利用には、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。
利用料金：１日あたり2,000円（世帯の所得に応じて減免あり）

問19-2

□□

□□
□□

□□
□□

□□

□□

□□

問19-3へ問19-1へ
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1．小児科（医療機関）に併設した施設で子どもを保育する事業

　2．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業

　４．その他（ ）

　１．自宅周辺 ２．職場周辺 ３．通勤経路上 ４．その他（ ）

　２．利用料がかかる・高い

　３．利用方法がわからない 　４．立地の悪さ（自宅や職場の近くにない）

　５．開所時間、曜日が合わない 　６．施設に空きがなかった

　７．利用手続きが面倒 　８．その他（ ）

問19-4

すべての方におうかがいします。病児保育施設を利用するにあたって障害になることは何だと思
いますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

問19-3

問19-5

すべての方におうかがいします。市内で、どの地域に施設があると利用しやすいですか。あては
まる番号すべてに○をつけてください。

すべての方におうかがいします。病気等の子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ま
しいと思われますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　3．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業
（ほっと子育てふれあいセンターのような形態）

　１．他人に看護してもらうのは不安
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　１．満足している 　２．どちらかといえば満足している

　３．どちらかといえば不満である 　４．不満である

　５．わからない

　１．０回（年に数回程度の場合を含む） 　２．１回　

　３．２回 　４．３回

　５．４回以上

宛名のお子さんは、１ヶ月に平均何回病院（薬局を除く）にいきますか。あてはまる番号１つに
○をつけてください。

問22 子ども医療費支給制度についてご意見があればお書きください。

５．子ども医療費支給制度についておうかがいします。

●子ども医療費支給制度
北九州市では医療費のうち、保険診療による自己負担額から下記の金額を除いた分を助成しています。

【通院】0歳～3歳未満　：無料
　3歳～就学前 　：１医療機関あたり　500円／月（平成31年４月から600円／月）

小学生　　 　：１医療機関あたり1,200円／月
【入院】0歳～ 中学生：無料
【調剤】0歳～ 小学生：無料

問21

問20 現在、宛名のお子さんが医療機関を受診した場合、子ども医療証を提示することで、医療費の助
成が受けられる制度について、どのように感じていますか。あてはまる番号１つに○をつけてく
ださい。
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　１．非常に感じる ２．やや感じる ３．あまり感じない

　４．全く感じない

1．病気や発育・発達に関すること

　2．子どもの体力に関すること

　3．食事や栄養に関すること

　4．育児の方法がよくわからないこと

　5．子どもとの接し方に自信が持てないこと

　6．子どもを叱りすぎているような気がすること

　7．つい、子どもに手をあげてしまうこと

　8．子育てのストレスがたまって、子どもの世話を怠ってしまうこと

　9．子どもとの時間を十分にとれないこと

 10．子どもの教育に関すること

 11．子育ての経済的な負担が大きいこと

 12．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

 13．不良行為や非行に関すること

 14．ひきこもり、不登校等に関すること

 15．話し相手や相談相手がいないこと

 16．配偶者・パートナーの帰宅時間が遅いこと

 17．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

 18．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

 19．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る目が気になること

 20．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

 21．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

 22．地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法がよくわからないこと

 23．地域の治安に不安があること

 24．子どものテレビやメディアとの接し方のこと

 25．子どもの遊び場所（公園や施設等）のこと

 26．その他（ ）

問23

６．子育てに関する悩みや不安についておうかがいします。

５．わからない

子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。あてはま
る番号すべてに○をつけてください。

問24

子育てに関して、悩みや不安などを感じていますか。あてはまる番号１つに○をつけてくださ
い。
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　１．いる／ある ２．いない／ない

　３．友人や知人

　４．隣近所の人

 21．子育て支援サロン“ぴあちぇ～れ”

※１　相談できる学校以外の行政機関として、次の相談窓口があります。

【土・日曜日、祝日、年末年始を除く　8:30～17:00】

・教育委員会指導第二課(℡582-2369) ・子ども総合センター(℡：881-4556)

・北九州少年サポートセンター(℡881-7830) ・各区役所子ども・家庭相談コーナー

　【24時間対応】

・24時間子ども相談ホットライン（℡881-4152)

・Eメール相談《e-mail ho-soudan1@mail2.city.kitakyushu.jp》

※２　民間相談機関

【月曜日 16:00～19:00】

・チャイルドライン北九州（℡ 964－8050)

　【24時間対応】

・北九州いのちの電話（℡ 671-4343)

問25-１

 12．民生・児童委員、主任児童委員

 10．保健師、栄養士など（区役所）

　7．子育てサークルの仲間

　8．学校の先生等

問25で、「１．いる／ある」に○をつけた方におうかがいします。あなたは、子育てに関する悩
みや不安をどなたに(どこに)相談していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

 15．24時間子ども相談ホットライン（子ども総合センター）

 18．母子・父子福祉センター

 19．障害関連施設など

 13．市民センター（子育て相談や子育てサークルなど）

 9．かかりつけ医、看護師

 16．少年支援室（かなだ、わかぞの、くろさき、あいおい、あだち）

 23．その他（ ）

 14．児童相談所（子ども総合センター）

　２．その他の親族（親、きょうだいなど）

 11．子ども・家庭相談コーナー（区役所）

　6．学校等の保護者の仲間

問25 あなたには、宛名のお子さんの子育てをする上で、相談できる人はいますか。また、相談できる
場所がありますか。あてはまる番号に○をつけてください。

 22．民間やNPOの相談窓口（チャイルドライン北九州、北九州いのちの電話など）

　5．職場の人

 20．子育て支援施設（児童館など）

 17．北九州少年サポートセンター

　１．配偶者・パートナー

問26へ
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　１．非常に感じる 　２．やや感じる 　３．あまり感じない

　４．全く感じない 　５．わからない

　1．親族や友人、知人など    2．学校

　3．区役所や市の機関    4．市民センター、図書館などの公共施設

　5．市政だよりなどの市の発行物

　9．子育て支援アプリ

 11．本、雑誌 12．無料で配布される地域の情報誌

 13．その他（　　　　　　　　　　）

   1．学校    2．区役所や市の機関

　3．市民センター、図書館などの公共施設    4．市政だよりなどの市の発行物

　5．テレビ、ラジオ    6．新聞

 10．本、雑誌

 12．その他（　　　　　　　　　　　　） 13．特になし

問26 子育てを楽しいと感じることはありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

問26-1 問26で「3.」または「4.」と回答した方におうかがいします。それはなぜですか。（自由記述）

   9．SNS　※具体的にどれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。
　　　（　①Twitter　② Facebook　③インスタグラム　④LINE　　⑤その他（　　　　　））

子育てに関する情報を、普段どこから入手されていますか。あてはまる番号すべてに○をつけて
ください。

　7．インターネットサイト

   8．インターネットサイト

 10．SNS　※具体的にどれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。
　　　（　①Twitter　② Facebook　③インスタグラム　④LINE　　⑤その他（　　　　　））

 11．無料で配布される地域の情報誌

   6．テレビ、ラジオ

   8．子育て支援アプリ

今後、行政が子育てに関する情報を発信する手段（場所）として、より力を入れてほしいものは
何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　7．新聞

問27

問28
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 １．救急医療  ２．健康（予防接種・健診等）

 ３．子育て相談  ４．教育

 ５．イベント情報  ６．その他（ ）

1．とても感じている 2．どちらかといえば感じている

　3．どちらかといえば感じていない 4．ほとんど感じていない

　5．わからない

問28-1 どのような内容の情報発信をしてほしいですか。

 7．子ども食堂のような子どもが安心して過ごせる居場所づくり

 9．学校以外での学習支援

 5．入所しやすく、多様なニーズにこたえられる放課後児童クラブ

 2．子育ての不安や悩みを気軽に相談できる場所

 4．いつでも安全・安心に過ごせる公園や施設

今後、子育て支援の充実に向けて、より力を入れてほしい支援策は何ですか。あてはまる番号す
べてに○をつけてください。

 6．野球、サッカー、テニス等のスポーツ活動

＊地域とは、ご近所、自治会・町内会、市民センター・児童館等です

７．今後の北九州市の子育て支援についておうかがいします。

問29

 15．公営住宅への入居支援など住宅面での子育て家庭に対する配慮

 11．清掃活動や高齢者介護等のボランティア活動

 16．子育てに関する公的な経済的支援

問30 あなたは、子育てが地域（＊）の人に支えられていると感じていますか。あてはまる番号１つに
○をつけてください。

 10．自然観察、キャンプ等の野外活動

 8．音楽やダンス、演劇等の芸術・文化活動

1．救急医療をはじめとする子どもの医療体制

 17．その他（ ）

 12．学校以外のスポーツや野外活動など、地域活動の機会

 13．有害環境対策（インターネットや携帯の有害サイト、薬物乱用など）

 3．子育てについて学習できる場所

 14．安心して子育てと仕事を両立できる職場環境
　　（職場における子育て支援、子育て家庭に対する理解など）
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　１．いる／ある ２．いない／ない

　３．友人や知人

　４．隣近所の人

 19．子どもの館

 20．子育て支援施設（児童館など）

 21．ほっと子育てふれあいセンター

 22．子育て支援サロン“ぴあちぇ～れ”

 23．わらべの日・子育て応援パスポート･･･子育て家庭へのサービスの提供等

 24．その他、民間やNPOによる子育て支援の取組み

　8．学校の先生等

   9．かかりつけ医、看護師

 12．民生・児童委員、主任児童委員

 10．保健師、栄養士など（区役所）

 13．市民センター（子育て相談や子育てサークルなど）

 14．児童相談所（子ども総合センター）

問31で、「１．いる／ある」に○をつけた方におうかがいします。あなたは、子育てがどなた・
どこ、どんな取組みに支えられていると感じていますか。あてはまる番号すべてに○をつけてく
ださい。

　２．その他の親族（親、きょうだいなど）

　6．学校等の保護者の仲間

 16．少年支援室（かなだ、わかぞの、くろさき、あいおい、あだち）

 17．母子・父子福祉センター

 18．障害関連施設など

 15．24時間子ども相談ホットライン（子ども総合センター）

問31-1

　１．配偶者・パートナー

 11．子ども・家庭相談コーナー（区役所）

　7．子育てサークルの仲間

　5．職場の人

問31 あなたには、宛名のお子さんの子育てを支えてくれる人（家族を含む）はいますか。また、支え
てくれる場所がありますか。あてはまる番号に○をつけてください。

問32へ
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　４．いつでも安全・安心に過ごせる公園や施設

 15．有害環境対策（インターネットの有害サイト、薬物乱用など）

 16．食育など健康づくりにかかわる情報の提供

　１．普段の生活や学校生活での不安や悩みを気軽に相談できる場所

問32は宛名のお子さんが、高学年（４～６年生）の方におうかがいしま
す。宛名のお子さんともお話をして、ご回答ください。

普段の生活や将来のことを考え、より力を入れてほしい支援策は何ですか。あてはまる番号すべ
てに○をつけてください。

 18．男女や高齢者、障害者、外国人であることによる区別はなく、みんな仲良く暮らせる
 社会づくり

 17．救急医療をはじめとする医療体制の整備

　５．放課後や休みの日に、安心して遊べ、学び、体験ができる施設・場所

　３．学業や進路、就業に関する不安や悩みを気軽に相談できる場所

　９．清掃活動や高齢者の介護等のボランティア活動

 21．その他（ ）

 10．学校でのクラブ活動

 20．イベントや講座、公共施設などにかかわる情報の提供

　８．自然観察やキャンプ等の野外活動

　６．野球やサッカー、テニス等のスポーツ活動

 11．遊びや学びを家族で楽しめる機会

 12．学校以外のスポーツや野外活動など、地域活動の機会

　７．音楽やダンス、演劇等の芸術・文化活動

 19．安全で暮らしやすい居住空間や道路環境の整備

 14．不登校や引きこもり、いじめに対する対策

 13．乳幼児や高齢者などと触れ合う多世代間で交流する機会

問32

　２．友人との付き合いでの不安や悩みを気軽に相談できる場所
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　５．以前は就労していたが、現在は就労していない

　６．これまでに就労したことがない

1．急な残業が入ってしまう

 2．自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない

 3．家族の理解が得られない

 4．職場で、仕事と家庭の両立支援制度が利用できない

 5．職場の理解が得られない

 6．子どもが病気のときに休みづらい

 7．家族等の介護がある

 8．保育所などがなかなか見つからない

 9．時間の余裕がない

 10．子どもと接する時間が少ない

 11．体力に限界を感じる

 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１週あたり　□□　日 　　１日あたり　□□　時間

　４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・
介護休業中である

問33（１）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。仕事と子育てを両
立させる上で大変だと感じることは何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・
介護休業中ではない

宛名のお子さんの(1)は母親について、(2)は父親についてお答えください。

母親
　あてはまる番号１つに○をつけてください。　【父子家庭の場合は、記入不要です⇒問33（２）父親へ】

　３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・
介護休業中ではない

問33
（１）

問33

問33（１）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。週当たりの「就労
日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」を□内に具体的な数字でご記入くださ
い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。
産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字は一枠に
一字）

　２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・
介護休業中である

宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。

（1）-2

８．宛名のお子さんの保護者の就労状況についておうかがいします。

（1）-1

問33(2)父親へ
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　　家を出る時刻　□□　時台 　　帰宅時刻　□□　時台

　５．以前は就労していたが、現在は就労していない

　６．これまでに就労したことがない

1．急な残業が入ってしまう

 2．自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない

 3．家族の理解が得られない

 4．職場で、仕事と家庭の両立支援制度が利用できない

 5．職場の理解が得られない

 6．子どもが病気のときに休みづらい

 7．家族等の介護がある

 8．保育所などがなかなか見つからない

 9．時間の余裕がない

 10．子どもと接する時間が少ない

 11．体力に限界を感じる

 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・
介護休業中ではない

（1）-3

問33
（2）

問33（１）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。家を出る時刻と帰
宅時刻を、□内に具体的な数字でご記入ください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパ
ターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について
お答えください。時間は、（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。（数
字は一枠に一字）

　４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、育休・介護休業中
である

　２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育休・
介護休業中である

　３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業中
ではない

父親
　あてはまる番号１つに○をつけてください。　【母子家庭の場合は、記入不要です⇒問34へ】

問33（2）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。仕事と子育てを両立
させる上で大変だと感じることは何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

（2）-1

問34へ
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　　１週あたり　□□　日 　　１日あたり　□□　時間

　　家を出る時刻　□□　時台 　　帰宅時刻　□□　時台

　１．言葉も内容も知っている

　２．言葉を聞いたことはあるが、内容は知らない

　３．言葉も内容も知らない　

　１．調和がとれている

　２．どちらかというと調和がとれている

　３．どちらかというと調和がとれていない

　４．調和がとれていない

　５．わからない　

問34 あなたは「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」という言葉を知っていますか。

問35 あなた自身は「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」がとれていると思
いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

あてはまる番号１つに○をつけてください。

（2）-2 問33（2）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。週当たりの「就労日
数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」を□内に具体的な数字でご記入ください。
就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育
休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字は一枠に一字）

問33（2）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。家を出る時刻と帰宅
時刻を、□内に具体的な数字でご記入ください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパター
ンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくだ
さい。時間は、（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。（数字は一枠に
一字）

９．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）についておうかがいします。

（2）-3

１人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果
たすとともに、家庭や地域生活においても、子育て期、中高年期といっ
た人生の各段階に応じて多様な生き方が選択･実現できること。

＊＊仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）とは＊
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あなたが、日ごろ、子育てについて感じていること、市に対する要望（新しい事業に対する要望
など）があれば、自由にお書きください。

問36

　　お忙しいところ、調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。

10．自由記載欄

　　以上で、すべての質問を終了しました。
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